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昭
和
四
十
七
年
に
県
下
初
の

広
域
合
併
と
し
て
吉
田
郡
み
ど

り
農
協
が
発
足
以
来
、組
合
員
皆

様
方
の
ご
理
解
の
基
に
事
業
運

営
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
Ｊ
Ａ
を
取
り
ま
く
経
営
環
境

が
厳
し
い
中
、農
協
法
改
正
に
よ

る
組
織
・
事
業
・
経
営
の
指
導
方

針
に
着
手
す
る
た
め
、組
織
再
編

を
含
め
た
中
期
経
営
計
画
を
策

定
致
し
、本
年
の
総
代
会
に
お
い

て
４
支
所
再
編
構
想
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、組
織
再
編
特
別
委
員

会
等
で
足
腰
の
強
い
安
定
し
た

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
と
し
て
再
編
重
点
指
標

を
定
め
、取
り
組
み
ま
し
た
。 

  

将
来
に
亘
る
経
営
の
安
定 

・
要
員
の
適
正
配
置
に
よ
り
人 

　
件
費
の
抑
制
を
図
り
経
費
削

　
減
に
努
め
る
。 

・
事
務
の
集
約
化
、効
率
化
、運

　
営
費
の
削
減
に
努
め
る
。 

 

   

専
門
的
で
質
の 

　
　
　
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

・
組
合
員
の
相
談
に
応
え
ら
れ

　
る
要
員
の
配
置 

・
各
課
の
機
能
充
実 

・
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応 

  
出
向
く
姿
勢
で
の
事
業
展
開 

・「
待
ち
」の
姿
勢
で
は
な
く
、お

　
客
様
に
積
極
的
に
提
案
し
て

　
い
く「
出
向
く
」姿
勢（
渉
外
活

　
動
）で
事
業
を
取
組
む
。 

・
相
談
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実

　
を
図
る
。 

  

再
編
施
設
の
整
備
・
有
効
利
用 

・
再
編
機
能
に
合
わ
せ
た
施
設

　
整
備
で
迅
速
な
対
応
を
す
る
。 

・
遊
休
施
設
を
地
元
利
用
・
固
定

　
資
産
の
減
損
に
係
る
会
計
基

　
準
の
適
用
方
針
の
両
面
か
ら

　
検
討
す
る
。 

・
廃
止
事
業
所
の
有
効
利
用（
Ｊ

　
Ａ
の
所
有
地
）と
し
て
農
産
物

　
直
売
所
を
設
置
す
る
。 

   

　
永
平
寺
ふ
る
さ
と
市 

　
　
　
　
７
／
22
オ
ー
プ
ン 

　
各
出
張
所
の
全
業
務
を
基
幹

支
所
へ
移
行
及
び
業
務
内
容
の

変
更
に
つ
い
て
は
六
月
中
旬
と

七
月
初
旬
に
各
組
合
員
方
に
事

前
連
絡
を
さ
せ
て
頂
き
、七
月
二

十
一
日
付
で
各
出
張
所
の
全
業

務
を
終
了
し
て
、七
月
二
十
四
日

（
月
）よ
り
３
基
幹
支
所
１
支
所

体
制
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

　
再
編
後
は
組
織
・
事
業
運
営
の

確
立
目
指
し
、組
合
員
へ
の
補
完

対
応
と
し
て
地
域
密
着
型
の
渉

外
及
び
営
農
指
導
体
制
の
機
能

を
十
分
発
揮
し
た
事
業
展
開
を

行
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
り

一
層
の
事
業
利
用
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

“
 

” 

一
月 

　
四
日
　
　
　
年
賀
式
・
棚
卸
実
査 

　
十
九
日
　
　
役
員
報
酬
審
議
委
員
会 

　
二
十
三
日
　
監
事
監
査 

　
三
十
日
　
　
定
例
理
事
会 

　
三
十
一
日
　
全
体
農
家
組
合
長
会
議 

 

二
月 

　
十
日
　
　
　
役
員
推
薦
会
議 

　
二
十
四
日
　
定
例
理
事
会
・
組
織
再
編
特
別
委
員
会 

 

三
月 

　
一
日
　
　
　
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
決
算
監
査 

　
六
日
　
　
　
春
肥
料
配
達
開
始 

　
七
日
　
　
　
地
区
別
説
明
会 

　
十
八
日
　
　
通
常
総
代
会
・
理
事
会
・
監
事
会 

　
二
十
六
日
　
女
性
部
総
代
会 

　
二
十
八
日
　
定
例
理
事
会 

 

四
月 

　
一
日
　
　
　
各
支
所
日
直
開
始 

　
四
日
　
　
　
育
苗
播
種
開
始 

　
十
八
日
　
　
新
任
役
員
研
修 

　
二
十
一
日
　
水
稲
直
播
検
討
会 

　
二
十
六
日
　
定
例
理
事
会 

 

五
月 

　
十
七
日
　
　
県
常
例
検
査 

　
二
十
二
日
　
県
農
政
連
定
期
総
会 

　
二
十
四
日
　
福
井
県
主
要
作
物
振
興
会
通
常
総
会 

　
三
十
日
　
　
定
例
理
事
会
・
組
織
再
編
特
別
委
員
会 

 

六
月 

　
七
日
　
　
　
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
開
講
式 

　
八
日
　
　
　
年
金
友
の
会
役
員
総
会 

　
二
十
三
日
　
定
例
理
事
会
・
組
織
再
編
特
別
委
員
会 

　
三
十
日
　
　
仮
決
算
棚
卸 
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総代会 理事会 

監事会 

企画会議 

企画監査課3

営農指導課 

《松岡ブロック》 

◎五領基幹支所 

《永平寺ブロック》 

◎永平寺基幹支所 

《上志比ブロック》 

◎上志比基幹支所 

吉野支所 

信用課5

共済課5

経済課（永平寺支所内） 購買4

計17名 

計15名 

計7名 

計9名 

計5名 

計10名 

計9名 

合計72名 

給油所4

配送2

施設15

支所長1

次長1（融資兼務） 

信用1 信用渉外1

信用渉外1

共済1

共済1

支所長1

信用1

ＬＡ1

営農販売1

ＬＡ3

支所長1

次長1（融資兼務） 

信用1 信用渉外2

共済1

営農販売1

ＬＡ3

支所長1

次長1（融資兼務） 

信用1 信用渉外2

共済1

営農販売1

ＬＡ2

加工場1

ＭＣ5

管理課・審査課4

再編による新機構体制　平成18年7月24日 

　ご不便をお掛けしている地域も

ございますが、今まで以上に地域に

密着した農協として皆様に満足い

ただけるサービスの向上に努めて

参りますので、今後ともご利用いた

だけますようお願い申し上げます。 

支所長の一言 支所長の一言 
　７月24日から次長、営農指導員

を含め９名のスタッフで組合員の

皆様のお世話をさせて頂きます。い

つも元気で明るく活気のある五領

基幹支所です。是非お立ち寄り下さ

い。心よりお待ち申し上げます。 

支所長の一言 支所長の一言 
　「安心・安全」をモットーに職員

一丸となって組合員に愛される様

取り組んで参る所存ですので、今

後ともより一層のご理解ご支援を

賜りますようお願い致します。 

支所長の一言 支所長の一言 
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病害虫防除 

いもち・紋枯れ 
カメムシ 

カメムシ・ウンカ 

病害虫名 

①カスラブバリダスタークルＤＬ 
②カスラブジョーカーＤＬ 

①スタークルＤＬ 
②スミバッサＤＬ 

薬　　剤　　名 

４kg/10a 
３kg/10a 

３kg/10a

使 用 量 

出穂期 
①②収穫14日前まで 

傾穂期 
①収穫７日前・②14日前まで 

散 布 時 期 

稲の生育は、５月以降の日照不足により初期活着が悪く生育に支障がでましたが、ほぼ平年
並の生育に回復し、出穂期も平年並となりました。 
本年度は梅雨の期間が長期化し、又集中豪雨による被害も見られます。今後もいもち病の蔓
延や白葉枯れ病の発生が考えられますので防除対策の徹底をお願いします。 

本年のカメムシの発生状況は平年並であるが、特にアカスジカスミガメ等の飛翔性のカメム
シの発生が多いので出穂期・傾穂期の２回防除をして下さい。 
大雨により稲体が軟弱化している圃場があり、いもち病が蔓延しやすくなっています。今後
も管理に十分注意し穂いもち病の防除徹底をして下さい。 

１回目  

２回目  

穂いもち 

カメムシ 

ブラシン粉ＤＬ 

スタークル粒剤 

４kg/10a 

３kg/10a

発生初期散布が有効（収穫21日前まで） 

出穂７日後に散布（収穫７日前まで） 

病害虫名 薬 　剤 　名 使 用 量 散　布　時　期 

いもち病多発圃場・カメムシ多発地域 

集落営農座談会等でお願いしています生産工程管理・記帳運動の栽培日誌は食の安全
安心を届ける証明となるものです。 
本年よりホジティブリスト制度も制定され米をはじめ管内で生産出荷される農産物
は生産者自らが食の安全を保証しなければなりません。 
先に配布しました栽培日誌記帳（提出用）は生産過程の履歴による安全安心の証明と
して取り扱いますのでご協力をお願い致します。 

営農情報  営農情報  今年の稲作管理について 今年の稲作管理について 

栽培日誌の提出はお忘れなく 栽培日誌の提出はお忘れなく 

使用済農業用廃資材・廃棄農薬の取り扱い 
本年も上記の取り扱いを計画していますのでご活用願います。 

平成18年10月中旬の予定（後日連絡致します。） 

農協本所カントリー前（ビニール等関係）本所米倉庫前（農薬関係） 

廃資材関係　10円/kg　農薬関係　250～1,500円/kg

日　　時 

搬入場所 

廃棄料金 
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『
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
』 

　
　
　
　
　
　
　
の
歩
み 

代
表
者
　
田
原
　
ふ
じ
子 

　
平
成
13
年
に
地
域
の
子
供
た
ち
を

見
守
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

始
ま
り
、現
在
は
22
名
の
仲
間
と
共
に

毎
週
土
曜
日
に
メ
イ
ト
前
の
ニ
ン
キ

ー
の
館
に
て
特
産
品
や
加
工
品
の
販

売
を
行
っ
て
い
る
。特
産
品
な
ど
も
地

域
の
生
産
者
か
ら
の
も
の
で
、
100
円
で

販
売
し
１
割
の
手
数
料
を
も
ら
っ
て

い
る
。そ
の
手
数
料
は
、年
に
３
・
４
回

子
供
た
ち
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
為

の
費
用
と
な
っ
て
い
る
。地
域
密
着
型

で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
必
ず

参
加
し
て
い
る
。 

毎週土曜日営業 

平成18年8月24日
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     女性部 
  研 修 会 
     女性部 
  研 修 会 

JJ こ こ ど ど も も 
教 教 室 室 

AA

７月 カルチャー教
室 カルチャー教
室 カルチャー教
室 

上志比チームが出場!上志比チームが出場!

第15回フレッシュミズ 
　　　　　　ユニホック県大会に 
第15回フレッシュミズ 
　　　　　　ユニホック県大会に 

今年も上志比チームが出場しましたが、予選突破な
らず。 

キッチンスタジオにて調理体験。そうめんをのり巻
に…！大好評でした。 

7/2、9に御食国若
狭おばま食文化館に
行って来ました。 

夏の余剰野菜を使って、酢の料理講習会（ゴーヤ、
きゅうり、トマト）簡単でおいしく夏バテ予防に!!

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
コ
ン
ク
ー
ル 

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
コ
ン
ク
ー
ル 

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
コ
ン
ク
ー
ル 

家
庭
菜
園 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル 

最
優
秀
賞
受
賞
の
方
々 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

上
合
月
　
戸 

枝 

仁 

美 

さ
ん 

天
候
に
左
右
さ
れ
る
野
菜
達
で
す
が
心

を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。 

京
　
善
　
野 

崎 

弘 

子 

さ
ん 

め
ず
ら
し
い
野
菜
の
苗
は
近
所
に
配

り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

吉
　
峰
　
石 

井 

一 

枝 

さ
ん 

と
て
も
畑
が
広
く
、
草
取
り
や
作
付
け

な
ど
大
変
で
す
が
、
我
が
家
の
自
慢
で

す
。 

ちゃぐりん愛読者 
　　　　　25名参加 

64名 参加 
6/17（土）（土） 
開  催 
6/17（土） 
開  催 

第１回目の伝承料理教室第１回目の伝承料理教室 
（ぼたもち、水ぶき煮物、玉ねぎドレッシング）（ぼたもち、水ぶき煮物、玉ねぎドレッシング） 
若いお母さん方に伝承できた…かな？若いお母さん方に伝承できた…かな？ 
次回は秋に予定しています。次回は秋に予定しています。 

第１回目の伝承料理教室 
（ぼたもち、水ぶき煮物、玉ねぎドレッシング） 
若いお母さん方に伝承できた…かな？ 
次回は秋に予定しています。 

8/9（水） 
おにぎり作り・工作（へびのびっ
くり箱）、なんと“わたあめ製造器”
も作り、わたあめに挑戦! 
楽しい一日でした。 
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1入院支払限度日数の選択肢として、従来の365日型に加え、

一定の長期入院をカバーするとともに、お安い掛金でご加入

可能な120日型を新設しました。 

また、従来の365日型についても掛金設定を引き下げました。 

平成18年4月1日
よりスタート 

■1入院支払限度日数120型の新設 

がん保障に重点を置いた終身医療保障の選択肢として、がん

による入院または手術についてお支払する共済金の額を倍額

とするがん重点保障特則を新設しました。 

■がん重点保障特則の新設 

★医療共済 

満期を迎えられるご契約者が医療保障を継続する場合の掛金

負担を軽減するため、既にご加入の養老生命共済契約または

こども共済契約の満期資金を医療共済の掛金の一部に充当で

きるようになりました。 

■満期充当プランの設定 

〈仕組みイメージ〉 

指定年齢 80歳 

生活保障特約 

定期特約 

災害給付特約 
災害死亡割増特約 

（主契約） 
・入院共済金 
　がん以外の入院　　5,000円×入院日数 
　　　　　　　　　　（1入院支払限度日数120日） 
　がん入院　10,000円×入院日数（支払限度無制限） 
・手術共済金 
　がん以外の手術　5、10、20万円 
　がん手術　　　　10、20、40万円 
・死亡給付金　50万円 

定期医療共済のご加入のしやすさは堅持しつつ、一定の死亡

保障ニーズにも対応できるよう、死亡給付金の支払倍率を従

来の「入院共済金日額の100倍」に加え、「入院共済金日額の

500倍、1,000倍、2,000倍」からも選択可能となりました。 

■死亡給付金の支払倍率の設定 

中高齢者（50歳～75歳）の方が、簡易な手続き（告知書扱い）で

医療保障へのご加入を可能とする、健康祝金支払特則付の定

期医療共済を新設しました。 

■健康祝金支払特則付定期医療共済の新設 

★定期医療共済 

医療共済、定期医療共済および終身共済の上乗せ保障として、

従来の入院・手術保障ではカバーしにくい特定の損傷（災害・

疾病による骨折や災害による顔面損傷等）に対する治療の備

えとして特定損傷特約を新設しました。 

■特定損傷特約の新設 
★その他 

特定損傷特約　5万円 
①特定損傷共済金：5万円 
②顔面損傷共済金：50万円 
　　（共済金額×10） 

死亡保障　2,000倍 
・死亡給付金　1,000万円 
　　（入院共済金日額×2,000倍） 

医療保障　5,000円 
①入院保障：5,000円×入院日数 
　1日入院から支払 
　1入院限度60日 
　通算限度1,095日 
②手術保障：5、10、20万円 
　（入院共済金日額×10、20、40倍） 

通常の医療共済の共済掛金 

共済掛金充当払特則 

実際払掛金 

充当払掛金 

一生涯にわたり、払込掛金が軽減されます。 

※ご契約の際には、「重要事項説明書」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

べすとけあ120（がん重点プラン） 

〈仕組みイメージ〉 べすとけあ120（満期充当プラン） 

〈仕組みイメージ〉 せるふけあ（2,000倍タイプ） 

共済期間5年または10年 

自動更新 

80
歳
ま
で
保
障 

特定損傷特約　5万円 

死亡保障　1,000倍 
・死亡給付金　500万円 
　　（入院共済金日額×1,000倍） 

医療保障　5,000円 
①入院保障：5,000円×入院日数 
　1日入院から支払 
　1入院限度60日 
　通算限度1,095日 
②手術保障：5、10、20万円 
　（入院共済金日額×10、20、40倍） 

健康祝金 
5万円 
（入院共済金 
 日額×10倍） 

〈仕組みイメージ〉 がんばるけあ 

共済期間5年 

自動更新 

90
歳
ま
で
保
障 

（
特
定
損
傷
特
約
は
80
歳
ま
で
） 

満期資金 
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氏
　
　
名 

新
　
任
　
部
　
署 

旧
任
部
署 

青
　
木
　
寿
美
夫 

太
　
喜
　
博
　
文 

岩
　
岡
　
幸
　
雄 

池
　
端
　
延
　
雄 

西
　
村
　
教
　
孝 

南
　
部
　
正
　
二 

山
　
口
　
辰
　
夫 

橋
　
本
　
俊
　
秀 

波
多
野
　
義
　
広 

新
　
谷
　
利
　
夫 

吉
　
田
　
真
由
美 

前
　
沢
　
知
恵
子 

谷
　
口
　
由
　
美 

北
　
川
　
稔
　
郎 

河
　
原
　
幸
　
一 

鈴
　
木
　
清
　
之 

伊
　
井
　
英
　
俊 

笹
　
川
　
絹
　
江 

山
　
村
　
　
　
徹 

佐
　
藤
　
美
　
樹 

白
　
崎
　
久
　
智 

寺
　
嶋
　
聡
　
一 

経
済
課
課
長 

五
領
基
幹
支
所
長 

上
志
比
基
幹
支
所
長 

永
平
寺
基
幹
支
所
長 

共
済
課
課
長
心
得（
自
動
車
査
定
） 

営
農
販
売
課
課
長
心
得（
加
工
場
） 

企
画
監
査
課
次
長 

五
領
基
幹
支
所
次
長 

上
志
比
基
幹
支
所
次
長 

永
平
寺
基
幹
支
所
次
長 

信
用
課
課
長
補
佐 

永
平
寺
基
幹
支
所
係
長 

五
領
基
幹
支
所
主
任 

　
　
　
〃
　
　
Ｌ
Ａ
主
任 

上
志
比
基
幹
支
所
Ｌ
Ａ
主
任 

営
農
販
売
課
主
任 

管
理
課 

信
用
課 

経
済
課 

　
〃 

　
〃 

　
〃
　（
配
送
） 

購
買
課
課
長 

五
領
支
所
長 

上
志
比
支
所
長 

永
平
寺
支
所
長 

松
岡
出
張
所
長 

営
農
販
売
課
課
長
補
佐（
加
工
場
） 

京
善
出
張
所
長 

浄
法
寺
出
張
所
長 

共
済
課
課
長
補
佐（
自
動
車
査
定
） 

管
理
課
主
任 

永
平
寺
支
所
長
補
佐 

浄
法
寺
出
張
所
係
長 

松
岡
出
張
所
主
任 

　
　
〃
　
　
Ｌ
Ａ 

上
志
比
支
所
Ｌ
Ａ 

営
農
販
売
課 

企
画
監
査
課 

五
領
支
所 

京
善
出
張
所 

購
買
課 

永
平
寺
支
所 

永
平
寺
給
油
所 

氏
　
　
名 

新
　
任
　
部
　
署 

旧
任
部
署 

前
　
田
　
尚
　
子 

笹
　
本
　
博
　
子 

江
ノ
上
　
　
　
満 

長
谷
川
　
敏
　
之 

南
　
部
　
高
　
宏 

戸
　
枝
　
克
　
仁 

川
　
村
　
直
　
美 

嶋
　
田
　
佳
　
光 

石
　
井
　
正
　
樹 

酒
　
井
　
康
　
子 

川
　
上
　
一
　
雄 

田
　
原
　
正
　
人 

経
済
課 

五
領
基
幹
支
所
Ｌ
Ａ 

　
　
　
〃
　
　
　
　（
営
農
指
導
員
） 

永
平
寺
基
幹
支
所
Ｌ
Ａ 

　
　
　
〃 

　
　
　
〃
　
　
　
　（
営
農
指
導
員
） 

　
　
　
〃
　
　
　
　（
信
用
渉
外
） 

上
志
比
基
幹
支
所
Ｌ
Ａ 

　
　
　
〃
　
　
　
　（
営
農
指
導
員
） 

　
　
　
〃
　
　
　
　（
信
用
渉
外
） 

企
画
監
査
課（
新
採
用
） 

経
済
課（
新
採
用
） 

浄
法
寺
出
張
所 

京
善
出
張
所 

五
領
支
所（
松
岡
地
区
配
送
・
販
売
） 

浄
法
寺
出
張
所
Ｌ
Ａ 

京
善
出
張
所
Ｌ
Ａ 

五
領
支
所 

永
平
寺
支
所 

松
岡
出
張
所 

上
志
比
支
所（
上
志
比
地
区
配
送
・
販
売
） 

上
志
比
支
所 

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
付 

川　上　一　雄 
企画監査課（七月十日付） 
早く仕事を覚え、頑張ります。 

田　原　正　人 
経済課（七月十日付） 

組合員皆さんのお役に立てる
様一生懸命頑張ります。 

お知らせ お知らせ お知らせ 
毎
年「
く
み
あ
い
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
今

年
度
は
店
舗
統
廃
合
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
て「
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」と
し
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

松
岡
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
10
月
中
旬
頃 

永
平
寺
ブ
ロ
ッ
ク
　
11
月
上
旬
頃 

上
志
比
ブ
ロ
ッ
ク
　
10
月
下
旬
頃 


